








1977年 4 月　　　東京大学社会科学研究所助手（～1981年 3 月）
1978年 7 月　　　イギリス・ロンドン大学（LSE）に留学（～1979年 6 月）
1982年 5 月　　　名古屋大学法学部助教授（～1986年 3 月）
1985年 8 月　　　アメリカ・ハーバード大学エンチン研究所招致研究員（～1986年 7 月）
1986年 4 月　　　名古屋大学法学部教授（～2001年 3 月）
1986年 8 月　　　アメリカ・ミシガン大学ロースクール客員研究員（～1987年 7 月）
1991年 9 月　　　イギリス・ウォーリック大学法学部交換研究員（～1992年 2 月）
1993年 4 月　　　名古屋大学評議員（～1995年 3 月）





2010年 9 月　　　早稲田大学大学院法務研究科長（～2014年 9 月）
2015年 7 月　　　イギリス・オックスフォード大学ウォルフソン・カレッジ交換研究員
（～2015年 9 月）





































 『比較法学』（早稲田大学比較法研究所）10巻 1 号203頁─238頁
【1976年】
「『労働法＝法社会学論争』と労働法学」 『季刊現代法』 9 号89頁─100頁
「諸外国の公務・公共部門におけるストライキ権・イギリス」






444　　早法 92 巻 3 号（2017）
【1981年】
「イギリス雇用契約法の形成と展開（ 1 ）」
 『社会科学研究』（東京大学社会科学研究所）32巻 4 号 1 頁─69頁
「イギリス雇用契約法の形成と展開（ 2 ）」


























「現代アメリカの労使関係と法」 『労働法律旬報』1223・24号 6 頁─17頁
石田　眞教授・主要業績目録　　445
「末弘労働法論ノート─『形成期』末弘法学の一断面」




























 『労働法律旬報』1347号 6 頁─15頁
【1995年】
「近代雇用契約法の再構成─『近代雇用契約法の形成』再論（下）」




 日本労働弁護団編『労働者の権利』213号 2 頁─19頁
「労働契約論」 籾井常喜編『戦後労働法学説史』（労働旬報社）615頁─656頁
‘JapaneseCompaniesandEmploymentContracts--APreliminaryStudyfor













































Conaghan,RichardMichaelFischl,KarlKlareeds,Labour Law in An Era of 
Globalization: Transformative Practices & Possibilities,OxfordUniversityPress,pp.
219-231
【2003年】







Exploration’,Waseda Bulletin of Comparative Law,No.23,pp.1─14
「男女共同参画とパートタイム労働─ある調査に参加して」
 『労働法律旬報』1556号 4 頁─ 5 頁
448　　早法 92 巻 3 号（2017）
【2004年】
「企業組織と労働法─変動の歴史と課題」 『季刊労働法』206号14頁─30頁













　　早稲田大学21世紀 COE《企業法制と法創造》総合研究所編『企業と法創造』 2 巻







 『労働法律旬報』1663・64号 6 頁─11頁
「労働市場と企業組織─労働法学からのアプローチ」



























（男女昇格賃金差別）事件の教訓」 『LawandPractice』 5 号91頁─104頁
「雇用と貧困─新しい社会法に向けて」




































 『早稲田法学』92巻 1 号57頁─96頁
「〈クラウドソーシング〉と〈シェアリング・エコノミー〉が問いかけるもの」
 『労働法律旬報』1878号 4 頁─ 5 頁
Ⅲ　判例解説・判例（命令）評釈等
「配転命令拒否・保安要員の引揚げと懲戒解雇の効力─東亜石油事件・東京高裁判決




 別冊ジュリスト『労働判例百選（第 5 版）』（1989年）228頁─229頁
石田　眞教授・主要業績目録　　451
「臨時組合費の納入義務─国労広島地本事件」
 別冊ジュリスト『労働判例百選（第 6 版）』（1995年）166頁─167頁
「セクシュアル・ハラスメントによる退職と損害賠償─京都セクシュアル・ハラスメン
ト（呉服販売会社）事件・京都地裁判決（平成 9 ・ 4 ・17）の研究」
 『労働法律旬報』1441号（1998年）20頁─25頁
「個別的労働関係における使用者─サガテレビ事件」





判平成14・ 2 ・20）」 『判例時報』1797号（2002年）210頁─215頁
「日々雇用労働者の労働条件変更拒否と雇止めの効力─日本ヒルトン事件高裁判決（東
京高判平成14・11・26）の検討」（島田陽一、根本到と共著）
 『労働法律旬報』1565号（2003年） 4 頁─21頁
「労使交渉の帰趨と賞与請求権の成否─ノース・ウエスト航空事件（千葉地決平成14・

























InternationalComparison-presentedatthe Annual Meeting of the Research 










presentedatthe 7 th Conference of the International Network on Transformative 

















Work,CitizenshipandCommunitiesinJapan,presentedatthe 2 nd Conference of 




the 3 rd Conference of International Network on Transformative Employment and 
Labor Law,UniversityofMiami,Miami,U.S.A.March1998.
DeregulationandtheLaborStandardsLawinJapan,presentedatthe 4 th Conference of 
International Network on Transformative Employment and Labor Law,Universityof
theWesternCape,CapeTown,SouthAfrica,March1999.
LaborLawasaSafetyNet─TowardsaNewLaborLawParadigm,presentedatthe 
5 th Conference of the International Network on Transformative Employment and 
Labor Law,UniversityofToronto,Toronto,Canada,September2000.
LaborLawasaSafetyNet:TheImpactofGlobalizationontheJapaneseLaborLawand
LaborLawTheory,presentedatthe Joint Meeting of Law and Society Association 
and Canadian Law and Society Association,Vancouver,Canada,May2002.
TheChangesinEnterpriseOrganization,DiversificationofEmploymentFormsand
RedefiningLaborLaw,presentedatthe UCLA Conference on the Past and Future of 
Comparative Labor Law,UCLA,LosAngeles,U.S.A.October2005.
CorporateRestructuringandRoleofLaborLawinJapan,presentedatthe 8 th Asian 
Regional Congress of the International Society for Labour and Social Security Law,
Taipei,RepublicofChina,October2005.
CorporateSocialResponsibility,SociallyResponsibleInvestmentandLaborLawin
Japan─TheLessonsfromtheNomuraSecuritiesCase,presentedatthe 19 th  World 
Congress of the International Society for Labour and Social Security Law,Sydney,
Australia,September2009.
Whatis“Laborisnotacommodity”-CommodificationofLaborForceandLaborLaw,



















「遊筆：誰のための労働法か」 『労働判例』870号（2004年） 2 頁




 『中央労働時報』1184号（2014年） 3 頁
「遊筆：労働法教育とワークルール検定」 『労働判例』1102号（2015年） 2 頁
「オックスフォードの『カレッジ生活』」
 『梓』（早稲田大学法務教育研究センター）19号（2016年） 2 頁
「『専門業務型裁量労働制』について」
 『ミニ・ニュース』（早稲田大学教員組合）1441号（2016年） 1 頁─ 7 頁
